
岡
山
大
学
出
版
会

御
留
帳
評
定
書　
　
　
　
　

 

下

池
田
家
文
庫
資
料
叢
書　

３





　
　
　
　
　
　

池
田
家
文
庫
資
料
叢
書
３
・
下
巻
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学
附
属
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　

館
長　

今　

津　
　

勝　

紀　

　

岡
山
大
学
は
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
て
六
八
年
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
び
と
に
支
え
ら
れ
て
、
今
や
、
十
一

学
部
、
七
研
究
科
、
三
研
究
所
、
大
学
病
院
、
附
属
学
校
を
備
え
、
二
万
人
の
学
生
、
留
学
生
、
教
職
員
が
、
日
々
知

的
創
造
に
取
り
組
む
日
本
屈
指
の
総
合
大
学
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
大
学
は
、「
高
度
な
知
の
創
成
と
的
確
な
知
の
継
承
」
を
大
学
の
理
念
に
掲
げ
、
知
の
創
成
、
知
の
継
承
、
つ

ま
り
研
究
・
教
育
活
動
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
近
年
で
は
、「
自
律
的
な
学
習
と
研
究
の
実
質
化
」
を
重
視
し
て
「
実
り
の
学
都
」
を
実
現
し
よ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。
附
属
図
書
館
も
そ
の
実
現
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
推
進
す
る
機
関
と
し
て
、
多
様
な
学
習
・
研
究

の
場
と
し
て
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
実
り
の
学
都
」
は
世
界
に
飛
翔
す
る
大
学
で
す
。
と
同
時
に
、
み
ず
か
ら
が
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
文
化
的
伝
統

i



を
引
き
継
ぎ
、「
地
域
に
開
か
れ
た
」
大
学
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
岡
山
は
江
戸
時
代
の
岡
山
藩
以
来
、
学
問
を

重
視
す
る
伝
統
を
有
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
そ
の
活
動
を
伝
え
る
岡
山
藩
政
資
料
は
、
池
田
家
文
庫
と
し
て
わ
が
岡
山

大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
本
学
は
も
と
よ
り
国
内
外
の
研
究
者
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

附
属
図
書
館
で
は
、
こ
の
池
田
家
文
庫
の
利
活
用
を
は
か
る
た
め
に
、
開
館
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、
昨
年
に
は
二
〇
一
七
年
度
岡
山
市
文
化
奨
励
賞
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
関
係
者
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
思
い
を
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
か
ら
始
め
ら
れ
た
「
池
田
文
庫
資
料
叢
書
」
の
刊
行
も
、
そ
う
し
た
活
動
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
そ
の
３
と
し
て
「
御
留
帳
評
定
書
」
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
、
昨
年
は
『
御
留
帳
評

定
書
』
上
巻
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
そ
の
下
巻
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
資
料
は
今

か
ら
三
百
五
十
年
ほ
ど
前
の
岡
山
地
域
の
状
況
と
岡
山
藩
の
そ
れ
へ
の
政
策
対
応
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料

で
す
。
そ
こ
か
ら
は
現
代
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
こ
の

資
料
集
が
国
内
外
の
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
知
的
な
交
流
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
二
月

ii
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御
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定
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五
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八　

御
留
帳
評
定
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六
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（221）
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御
留
帳
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宝
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年　

 
 

（337）

十　

御
留
帳
評
定
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八
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六
月
十
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（43）

　

六
月
廿
一
日 

水
野
作
右
衛
門
番　

（44）

　

六
月
晦
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（45）

　

七
月
十
日 

水
野
作
右
衛
門
番　

（45）

　

七
月
廿
一
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（49）

　

七
月
廿
九
日 

水
野
作
右
衛
門
番　

（50）

　

八
月
廿
一
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（55）

　

九
月
十
日 

水
野
作
右
衛
門
番　

（59）

　

九
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（61）

　

九
月
廿
九
日 

（62）

　

十
月
廿
九
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（63）

　

十
一
月
廿
一
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（68）

　

十
一
月
晦
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（73）

　

十
二
月
十
日  

近
藤
角
兵
衛
番　

（84）

　

十
二
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（90）

　
　
　

御
留
帳
評
定
書　

下
巻　

細
目
次

六　

延
宝
四
辰
ノ
年　

御
留
帳
評
定
書

　

正
月
十
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（１）

　

正
月
晦
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（３）

　

二
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（５）

　

二
月
廿
一
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（10）

　

二
月
廿
九
日 
近
藤
角
兵
衛
番　

（13）

　

三
月
十
日 
近
藤
角
兵
衛
番　

（19）

　

三
月
廿
一
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（21）

　

三
月
晦
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（24）

　

四
月
十
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（27）

　

四
月
廿
一
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（29）

　

四
月
晦
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（30）

　

五
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（31）

　

五
月
廿
九
日 

水
野
作
右
衛
門
番　

（38）

v



　

七
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（156）

　

八
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（158）

　

八
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（160）

　

八
月
晦
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（171）

　

九
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（174）

　

九
月
廿
一
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（177）

　

九
月
晦
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（180）

　

十
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（181）

　

十
月
廿
一
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（183）

　

十
月
廿
九
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（187）

　

十
一
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（194）

　

十
一
月
廿
一
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（196）

　

十
二
月
十
二
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（200）

　

十
二
月
廿
一
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（207）

　

十
二
月
廿
八
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（209）

　

壬
極
月
十
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（212）

　

壬
十
二
月
廿
一
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（215）

七　

延
宝
五
巳
ノ
年　

御
留
帳
評
定
書

　

正
月
十
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（98）

　

正
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（101）

　

正
月
晦
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（107）

　

二
月
十
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（115）

　

二
月
廿
一
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（118）

　

二
月
廿
九
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（122）

　

三
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（127）

　

三
月
晦
日 
山
田
弥
太
郎
番　

（131）

　

四
月
十
日 
山
田
弥
太
郎
番　

（131）

　

四
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（132）

　

五
月
十
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（132）

　

五
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（135）

　

五
月
廿
九
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（139）

　

六
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（139）

　

六
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（146）

　

六
月
晦
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（147）

vi



　

七
月
晦
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（275）

　

八
月
十
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（278）

　

八
月
十
六
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
内
寄
合 

（279）

　

八
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（280）

　

八
月
廿
五
日　

池
田
大
学
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（282）

　

八
月
晦
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（285）

　

九
月
十
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（286）

　

九
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（288）

　

九
月
廿
九
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（289）

　

十
月
五
日　

池
田
大
学
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（289）

　

十
月
十
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（291）

　

十
月
廿
一
日 

　

（296）

　

十
一
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（296）

　

十
一
月
十
六
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（308）

　

十
一
月
廿
一
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（310）

　

十
一
月
廿
五
日　

池
田
大
学
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（312）

　

十
一
月
晦
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（313）

八　

延
宝
六
午
ノ
年　

御
留
帳
評
定
書

　

正
月
十
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（221）

　

正
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（227）

　

正
月
廿
九
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（232）

　

二
月
十
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（233）

　

二
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（240）

　

二
月
廿
八
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（242）

　

三
月
十
日 
長
屋
新
左
衛
門
番　

（246）

　

三
月
廿
一
日 
下
濃
宇
兵
衛
番　

（247）

　

四
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（248）

　

四
月
廿
八
日 

近
藤
角
兵
衛
番　

（257）

　

五
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（259）

　

五
月
晦
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（260）

　

六
月
十
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（262）

　

六
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（264）

　

七
月
十
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（273）

　

七
月
廿
五
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
寄
合 

（274）

vii



無
之
、
書
載
落
着
仕
義
も
無
之
候 

（368）

　

卯
月
廿
八
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
寄
合 

　

（368）

　

卯
月
晦
日　

寄
合
有
之
候
得
共
、
書
留
申
儀
も
無
之 

 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（369）

　

五
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（369）

　

六
月
十
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（373）

　

六
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（379）

　

六
月
廿
九
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（382）

　

七
月
十
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（392）

　

七
月
廿
一
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（395）

　

七
月
廿
八
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（396）

　

八
月
十
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（401）

　

八
月
廿
一
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（405）

　

八
月
廿
九
日 

長
屋
新
左
衛
門
助
番　

（407）

　

十
月
十
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（412）

　

十
月
廿
二
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（414）

　

十
月
廿
八
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（417）

　

極
月
五
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（322）

　

十
二
月
十
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（327）

　

十
二
月
十
六
日　

池
田
大
学
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（332）

　

十
二
月
廿
一
日 

下
濃
宇
兵
衛
番　

（333）

九　

延
宝
七
未
ノ
年　

御
留
帳
評
定
書

　

正
月
廿
一
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（337）

　

正
月
廿
九
日 
長
屋
新
左
衛
門
番　

（343）

　

二
月
十
一
日 
下
濃
宇
兵
衛
番　

（345）

　

二
月
廿
一
日 
近
藤
覚
兵
衛
番　

（346）

　

二
月
晦
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（349）

　

三
月
十
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
寄
合 
（359）

　

三
月
廿
一
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（361）

　

三
月
廿
五
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（363）

　

三
月
廿
九
日 

長
屋
新
左
衛
門
番　

（364）

　

四
月
五
日　

日
置
左
門
宅
ニ
而
内
寄
合 

　

（367）

　

卯
月
廿
一
日　

 

日
置
左
門
宅
江
寄
合
有
之
候
得
共
、
為
差
御
用
も
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十
二
月
十
日 

山
田
弥
太
郎
番　

（426）

　

十
二
月
廿
一
日 

近
藤
覚
兵
衛
番　

（435）

十　

延
宝
八
申
ノ
年　

御
留
帳
評
定
書

　

正
月
廿
二
日 

長
屋
新
左
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凡　

例

一
本
書
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
御
評
定
書
」
二
冊
（
総
目
録
番
号
E
３
‒
1
・
２
）「
御

留
帳
評
定
書
」
一
二
冊
（
E
３
‒
３
〜
14
）
の
う
ち
の
一
〇
冊
分
を
翻
刻
し
、『
池
田
家
文
庫
資
料
叢
書
３
・
御
留
帳
評
定
書
』

と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
体
は
大
部
な
の
で
、
上
下
二
分
冊
と
し
、
上
巻
に
は
寛
文
八
年
〜
延
宝
三
年
（
E
３
‒
1
〜

5
）、
下
巻
に
は
延
宝
四
年
〜
延
宝
八
年
（
E
３
‒
6
〜
１0
）
を
そ
れ
ぞ
れ
収
め
る
。

一
目
次
・
細
目
次
は
そ
の
分
冊
の
も
の
で
あ
る
。
細
目
次
は
評
定
開
催
日
を
項
と
し
て
立
て
た
。

一
解
説
は
上
巻
に
ま
と
め
て
記
し
た
。

一
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
の
体
裁
を
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
ま
た
は
読
み
や
す
さ
を

考
え
て
、
変
更
を
加
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
改
行
は
い
ち
い
ち
指
摘
せ
ず
、
闕
字
・
平
出
は
一
字
あ
け
で
示
し
た
。

一
表
紙
は
、
お
よ
そ
の
形
状
を
罫
線
枠
で
囲
ん
で
示
し
た
。
朱
書
さ
れ
た
貼
紙
の
内
容
は
、「　

」
を
付
け
て
記
し
、
右
肩
に
（
貼

紙
朱
書
）
と
注
記
し
た
。

一
付
紙
は
、
お
お
よ
そ
の
場
所
に
※
印
を
付
け
、
そ
の
付
近
に
内
容
を
「　

」
を
付
け
て
示
し
、（
付
紙
）
と
注
記
し
た
。

一
史
料
本
文
の
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
・
略
字
・
俗
字
・
あ
て
字
に
つ
い
て
は
一
部
を
使
用
し
、
必
要
に

応
じ
て
通
用
の
文
字
を
右
行
間
に
（　

）
で
示
し
た
。
地
名
な
ど
の
表
記
が
通
用
の
も
の
と
異
な
る
場
合
、
適
宜
現
行
の
文
字
を

同
様
に
（　

）
で
示
し
た
。

一
史
料
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
、
読
点
（
、
）
、
並
列
点
（
・
）
を
付
け
た
。

x



一
明
ら
か
に
誤
字
・
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
右
行
間
に
正
し
い
も
の
を
（　

）
で
示
し
、
疑
念
が
残
る
場
合
は
（　

カ
）
と
し

た
。
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
（　

脱
）（　

脱
カ
）、
重
複
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
（　

衍
）（　

衍
カ
）
と
し
た
。
意

味
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）、
記
載
が
な
く
空
白
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
（
ア
キ
）
と
し
た
。

一
変
体
か
な
は
平
か
な
に
改
め
た
が
、
格
助
詞
の
う
ち
次
の
文
字
と
、
接
続
詞
の
「
并
」
は
活
字
を
小
さ
く
し
て
使
用
し
た
。

　
　
　

者
（
は
）　　

江
（
え
）　　

ニ
（
に
）　　

茂
（
も
）　　

与
（
と
）　　

而
（
て
）　　

而
已
（
の
み
）

一
く
り
か
え
し
記
号
は
、「
〻
」（
漢
字
）、「
ゝ
」（
ひ
ら
か
な
）、「
ヽ
」（
カ
タ
カ
ナ
）、「
〳
〵
」（
二
字
以
上
の
熟
語
）
を
用
い
た
。

一
旧
字
・
古
字
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
新
字
体
に
改
め
ず
に
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

　
　
　

龍　
　

瀧　
　

籠　
　

嶋　
　

嶌　
　

餘　
　

餝　
　

冝　
　

冨　
　

舛　
　

燈

一
異
体
字
・
俗
字
・
略
字
・
合
字
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
を
使
用
し
た
。

　
　
　

珎
（
珍
）　　

躰
（
体
）　　

忰
（
悴
・
倅
）　

躮
（
悴
）　　

噯
（
扱
）　　

并
（
幷
）　　

刕
（
州
）　　

（
異
）　　
　
　

　
　
　

（
畢
）　　

粮
（
糧
）　　

扣
（
控
）　　
　

帋
（
紙
）　　

欤
（
歟
）　　

㝡
（
最
）　　

窂
（
牢
）　　

哥
（
歌
）

　
　
　

沉
（
沈
）　　

礒
（
磯
）　　

迚
（
と
て
）　　

斛
（
石
）　　

脉
（
脈
）　　

（
嘩
）　　

桧
（
檜
）　　

侭
（
儘
）

　
　
　

虵
（
蛇
）　　

薗
（
園
）　　

鳫
（
雁
）　　
　

閙
（
鬧
）　　

〆
（
し
め
）　

（
等
）　　

ゟ
（
よ
り
）

一
江
戸
時
代
に
は
制
度
的
・
慣
習
的
な
身
分
や
格
式
が
存
在
し
て
お
り
、
現
代
か
ら
み
れ
ば
差
別
的
な
事
実
や
言
動
、
用
語
な
ど
が

一
般
に
通
用
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
史
料
の
な
か
に
は
、
そ
う
し
た
表
現
や
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
正
し
い

歴
史
認
識
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
史
料
に
基
づ
い
て
歴
史
的
な
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
そ
の
ま

ま
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
と
の
関
連
で
現
在
の
差
別
を
助
長
し
か
ね
な
い
場
合
は
記
載
を
差
し
控
え
、

 

で
示
し

xi



た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
本
叢
書
の
企
画
・
編
集
は
、
岡
山
大
学
貴
重
資
料
刊
行
推
進
会
（
平
成
29
年
度
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
館
長
今
津
勝
紀
、
同
副

館
長
李
禎
之
、
岡
山
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授
山
本
秀
樹
、
同
准
教
授
三
宅
正
浩
、
同
准
教
授
徳
永
誓
子
、
教
育
学
研
究

科
准
教
授
村
井
良
介
、
岡
山
大
学
特
命
教
授
（
研
究
）
倉
地
克
直
、
附
属
図
書
館
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
長
森
谷
め
ぐ
み
）
が
行

っ
た
。

一
本
書
の
原
稿
作
成
・
原
本
と
の
照
合
・
割
付
・
校
正
は
青
木
充
子
と
倉
地
克
直
が
行
っ
た
。
解
説
は
倉
地
が
執
筆
し
、
全
体
の
監

修
を
倉
地
が
行
っ
た
。
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あ
と
が
き

　
『
池
田
家
文
庫
資
料
叢
書
３　

御
留
帳
評
定
書
』
は
当
初
上
・
中
・
下
の
三
巻
構
成
の
予
定
で
し
た
が
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
、
上
・
下
二
巻
で
の
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
収
録
で
き
な
か
っ
た
天
和
元
年
〜
貞
享

二
年
（
E
３
‒
11
〜
14
）
お
よ
び
「
大
寄
合
之
覚
書
」（
E
３
‒
22
）
に
つ
い
て
は
、
別
の
か
た
ち
で
提
供
で
き
る
方

途
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

出
版
事
情
が
厳
し
い
な
か
、
下
巻
の
出
版
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
今
津
勝
紀
館
長
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
お
よ
び
文
学
部
日
本
史
研
究
室
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
池
田
家
文
庫
の

史
料
の
利
用
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
閲
覧
や
複
写
の
提
供
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
（
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）、
今
後
と
も
そ
の
利
活
用
の
推
進
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

末
尾
な
が
ら
、
編
集
・
校
正
な
ど
全
て
に
わ
た
っ
て
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
青
木
充
子
さ
ん
、
版
組
な
ど
無
理
な
注

文
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
友
野
印
刷
の
皆
さ
ま
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
附
属
図
書
館
利
用
者
支
援
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ま
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

歴
史
に
学
ん
で
未
来
に
生
き
よ
う
と
す
る
世
界
の
人
び
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
。

　
　
　
　
　

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
二
月�

倉　

地　

克　

直　
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と
し
た
大
名
で
あ
り
、
そ
の
文
庫
は
質
量
と
も
に
全
国
有
数
の
大
名
家
資
料
と

し
て
国
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
本
学
で
の
教
育
・
研
究
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
、
本
学
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
創
立
一
〇
周
年
を
記
念
し
た
展
示
会
以
来
た

び
た
び
公
開
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
最
近
で
は
藩
政
文
書
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
や
絵
図
類
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
な
ど
の
事
業
を
附
属
図
書
館
と
し

て
実
施
し
、
利
用
の
便
宜
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

池
田
家
文
庫
の
貴
重
資
料
の
刊
行
は
、
三
〇
年
ほ
ど
前
に
一
時
期
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
後
は
長
く
途
絶
え
て
い
た
。
し
か
し
、
貴
重
資
料
の
刊
行
は
池
田
家

文
庫
の
活
用
の
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必

要
な
事
業
で
あ
る
。
本
学
で
は
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
岡
山
大
学
出
版

会
を
設
立
し
た
が
、
こ
の
た
び
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
池

田
家
文
庫
資
料
叢
書
」
を
出
版
会
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
叢
書
の

刊
行
に
よ
っ
て
、
池
田
家
文
庫
の
価
値
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
叢
書
が
多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
日
本
歴
史
を
解
明
す
る
一
助

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
二
二
年
二
月

　
　

池
田
家
文
庫
資
料
叢
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学　
　
　
　
　
　
　
　

学
長　

千　

葉　

喬　

三　

　

岡
山
大
学
は
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
戦
後
の
復
興
を
願
う
地
元
岡

山
の
人
び
と
の
あ
つ
い
期
待
を
受
け
て
、
新
制
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
当

初
は
五
学
部
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
七
研
究
科
・
一
一
学
部
を
擁
す
る
総
合

大
学
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
は
創
立
六
〇
周
年

を
迎
え
た
。
こ
れ
を
機
に
「
西
日
本
の
学
都
」
と
し
て
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
学
の
創
立
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
有
志
の
方
々
が
「
岡
山
総
合
大
学
設

立
期
成
会
」
を
設
立
さ
れ
、
物
資
の
乏
し
い
時
期
に
教
育
・
研
究
環
境
の
整
備

の
た
め
に
多
大
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
の
本
学
の
発
展
も
、
そ
う

し
た
地
元
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
の
支
援
に
応
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
で
地
域
連
携
を
進
め
る
こ
と
は
、
本
学
の
重
要
な
課
題
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

池
田
家
文
庫
も
、
教
育
・
研
究
の
資
材
の
一
つ
と
し
て
池
田
家
の
ご
厚
意
と

「
期
成
会
」
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
岡
山
大

学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
し
て
い
る
。
池
田
家
は
江
戸
時
代
に
岡
山
地
域
を
領
地




